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2009 年 9 月から 2013 年 11 月に当院で経胸壁心エコーを施行した症例について
横断研究を行った。VSD 術後で、心エコー時の年齢が 15 歳以上の症例を選択基
準とし、除外項目は、 VSD 以外の先天性心疾患の合併、多孔欠損、心内修復術
時に大動脈弁置換術も実施された症例とした。大動脈基部拡大は、(1)バルサル
バ洞径係数＞ 2.1cm/m 2、 (2)バルサルバ洞径≥4 ㎝の 2 つの定義を用いた。多変
量ロジスティック回帰分析を行い大動脈基部拡大の関連因子について解析した。 
【結  果】  




た関連因子であった（定義 (1):オッズ比 (OR)5.65, 95%信頼区間 (CI）1.83-17.44, 
P=.003, OR3.68, 95% CI 1.20-11.23, P=.022, 定 義 (2):OR 1.13, 95% CI 
1.01-1.27, P=.04, OR 23.23, 95% CI 2.09-257.95, P=.010)。  












【結  論】  
VSD では心内修復術後に大動脈基部拡大を認める症例がある。術前の欠損孔部
位や大動脈弁逸脱の有無に考慮しながら、術後長期においても注意深く経過を
見ていく必要性があると考えられる。  
